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 高速増殖炉の炉心溶融事故時には, ジェット状に放出された溶融燃料挙動の把握が重要となる. 本報では, 

二相系格子ボルツマン法を用いた液中ジェットの数値解析を実施し, 実験結果の再現を試みた.  
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1. 緒言 

 高速増殖炉の炉心溶融事故に対する事故後冷却性評価

に向けて, 冷却材中にジェット状に流出した溶融燃料の

ブレイクアップ挙動の把握が望まれている. 本数値解析

の目的は, 極めて複雑な熱流動挙動である溶融ジェット

ブレイクアップ過程における流体的相互作用を弁別して

詳細に観察し, その影響を明らかにすることにある. 本

報告では, 実験結果を再現可能な数値計算手法を構築し, 

液中ジェットの計算を実施した. 

2. 数値解析手法 

 本研究では, 二成分に対する二相系格子ボルツマン法

を用いて数値解析を実施した. 本手法において解くべき

式は, k 相の粒子分布関数 fik に関する時間発展方程式 

(格子ボルツマン方程式) である. Fig. 1 に示す 3 次元 27

速度格子を用いて定式化し, 計算を実施した.  

3. 結果・考察 

 本研究で構築した数値モデルを用いて実施した数値解

析結果の一例を Fig. 2 に示す. Fig. 2(b)を基準ケースとし

て, Fig. 2(a) は速度のみを小さく, Fig. 2(c) は界面張力の

みを小さくした結果である. Fig. 2 に示すように, ジェッ

ト先端で液滴が生成するモードから, ジェット側部での

液滴生成が卓越するモードへの遷移が見られた. このよ

うな傾向は, 既報で報告した実験結果[1]と定性的に一致

するものである. 
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Fig. 1. Three-dimensional 27-velocity lattice.

Fig. 2. Simulation results of jet breakup. 
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